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Site Year N 踵ean s．ε．
1976 19 4．04 2．00
1977 24 3．47 L60





















































































































































麗 凹ean S．E． N 1略ean S．E，
田a、e 17 0．82 0．20 138 0．80 0．1G1976
Fe用ale 13 L38 0．29 123 0．56 0．08
閉a達e 61 3．56 0．3峰 414 1．40 0．061980
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剛一5b．椥収別の彦磁雇ヒ蘇雌成蛇震（株鶴薩あきウ
　　　　梱体勧二動で慰㈲ヒ獅イ働株数の撫鋳・
　　　　（宅剛廷地F）．耕・寸イλ゜レ∫1窓株あてくリ差数．がそオし冷れ
　　　　　1－4、5一ワ、8－1｝．P一尾」ワ本以LK苅細ていろ、
｝ワ4
t（燕冬蕗佳威曳垂藪彦、毛この害朱サ4宋’別1《添㌔てく・　この
働沸、顔㍑餓鋤株働多動・よう細ザミ株の
空幽踊の纏い匂いマ、以千めふうア蘇式が唄ら
か1てなってて。　（の株あfてりの彦舶数．と雌成曳数は、
秀朱う4宍資イ承有して増加誘ろ、　しカ、し、　調・査地Aで
は、特更め株寸イ欠K極端1叉集申可ろ場／告もあ・てて、
（b蓬琳ワめ勧徽と雌成虫数の株堀穴ヒよう笈
夏は、）殊あなワ猿段のぞ敷よりもはうか仁1トさイよも
のであろ。　もとえ窪、謡毫地Fτ糠赫・骨イつぐ1てか古＼
わらず、差あで・り勧纏処超・－4餉碍の職く奴わていてく，
（c）この差あての顔啄度の均一バ乙臨均勧言舩犯
碗が彩ん嬬睡矧彿べて凝）晦多でしあ．・乱
　ここで糾喰勧晦良の聾職的なタ勾一仏フまワ
食物資ラ原量にタτ謬ろ庫卵数．の株サイて麟での一定〆とへ
は明らかK雌成曳の株間躍勿動ドぶ。て達成さ敷†て右
のであろ，　では、　この匙卵弦覆の空織的な均一超の
造．哲の遥》程を、蜜薙鶉闘を逼しマ調べてみよう，彦
卵奮蔑の赫．寸イズ喝の夜望の・入きさ毛評権｝室ろfてめ
K、夕薯間の各オ朱すイ穴の累履彦郵数の苅数べ直めバ
・｝アンス嫉翫艶1て言憧し、⑰参編U旺図％
1く斥して《，調査地FKおいて、（つアンスの権1詰
月下旬から6目工句脈かけマ蓋しく萩ダしており、
この期鋤諺卵髪笈の株堀得文綱ろ一勧脇急
速K遡L行しセミことそ示tマいろ。　春て気　このべウア
ンス砺し幅篤働期甑彰K膨餓曳の勧き薦筋簸
のヒ゜－7レ多奴ていて《郵弓含曜、》　こめ働きの
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細寒暴「
o㍗じ一ミ＼卜　　　¢鐸’　，　　　、ま　　　キト1トマく
幹臣嘩いぬ　 へ畷，」響3遥瞬↓番
も
1
粕
！％
箔発蔑のピークと勧晦1隻の均一化の時尚的一数鳳、
鯛査地Aでも誰められ脈が、　ここで臓成曳の移勤命
散の話発度屑叙、！灼了ンスの秀獅勺な萩ケ側ま
7きりしない塙あ・な．こ軸瞬知、傷離
に梵「菱る雇㈱数の豊間的な均一イ乙が、喋殖茨只嶺キで
の彦邸雌成曳ヒよう頻馨な株悶移勤1てよ・て一乞速Aて
違成されていうということを赤糺ていろ。
　　　　　　　　　　飾議
戒曳の4多勤分叡ラ傍働物生
　本纏にと・て株間轡勤がおこ1）うろめは、甚本的
に成虫期めみに限られていろ。幼曳の株悶移勤め能
力篭評価可ろでくめK行バくマーキン伊調麿の耗果か
ら、食屠穫の烏い株であつてもそこから移虫でろ纏｝
棒｛まほとノしどなく、誓鴻訟しても到逢てづろのは
ゼいせい2－3帆以内め楯接の株に限りれろことが明
らかKな・脈（大串、太軽表）。っ容り、綿ヤ幼曳め塑
間／分布機燦雍．成虫のアサ三め株間移勤K大きくノ依有
（ていうと老えりれろ。　こめτてめ、　一．般にペッ今釈
に了亨ミが分廊していろ本種の生熟地で1窓、特K繁
殖成虫の株間移勤の麺震とその移勤距離1てよ・て示
されろ杉勤・分：叡誰重力の特・准が、糧鋳・鱗の塑闘権造の
ラ矢定脈おいてr象も皇蓼であろと老えられる，
　5・漁卿・4（彫2）に種々の昆虫の移勧必散の特惟に
関3るそれまでの知染蕊耗び生忽ナ働瞬眠的な
凄絶荘ヒの関違から、秀多動！分散．を二つめカテコ・リー、
1ワ7
フ客・1生色地の籐椥く反和して病血し、より妊瓦な
生乞把ヒ到毘伍ろfくめの天規朦な移勤（翻3ヒ鴻oドソ
蹟o泥mεht）と、生落地内で猛駕的にみられる癩篠なより矩
距離の勧き（叡lyl久｛矯o＞e蹄e　h士）に分裏豪してく．　4皮、ぼこの
囎雁勧γ陶肥㍑鴎毛略冒夙的Kで遠続かつ弄肇更な生
忽タ也、＜㌶誘ろ遷．応であ仁）、右hV畝1齢oレε蹟e，h㌻t憲連1＜、
爵間的1て連続かつ肇定な生尾地K袴室ろ遣L応て・あろ
と老えfて、本確成虫の／分歓能力臓非潔1て限られてくも
めで、勤きの夫都／安トが比転．的遠．い萎朱眠でおこってい
ろ、さら質、／賓物餐ヲ殊であろ了サミは也代’毛逸して
違統的に利困できろ。　こ熱らの喜柔から、本腫の動
き臓新↑てな生1き地を冒開拓3ろ師容臨む。り〆moゾε踏銘オでし噛な
く、　生忽也内部で兇麓している廿iの尉踏ovεmα考であろ
と老乞られろ，
　マーキンワ“広毛用いてく群細な爾麿の猛果、本纏成
虫、の矛多童カノ分・趨（ラ名勤1くついて、　〉匁のふうな特性が明ら
かKな。衣．第一に、新成虫は極端に是箒的で、多
くめイ国イ冬は越冬1く入ろ巻で羽イ乙しfく了穿噸ミめペッサ
内に留ま。ていろ〃）に対し、越魯後の繁夢直成曳はよ
り箔溌な！分：散行動を弄し、歩喫繁な株隅4多勧が訳・めら
れ．脈，　春な、越冬成虫の鵜勤距難は、7サミの星間
命枢嫁ろ鰯勺叡寡と々ど如窪ていなか・で・．箋二
民奪殖成曳の勤きの結発さは庫6｝彬縫働ヒ㌧クと
一多丈し、　5目千匂から6β上句にかけマ嚴も烏くな
うという鎮蓄な参箭的後．イ5毛示してく．　垢三1く、〕ニラiiし
の隻尾虎でめ越冬成虫の動きほ、丁流の生総肥tく影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　178
べよ・擁絡であ・）、叡嵌の奪笏的度イ乙もより唄瞭
に宅忍められ衣，ゑK、豹成凱の動きKついては．栂
仏群暖後が島く、／蝕勿後癒の隠イ乙の進行が早い言睡
〉也Aめラアが箔発で’綴、向毛界tてて。
　本纏，φ比転的1トさな分歓麓力、特K新威曳の蓄し
く島い購樹てフい烈な、肥光域の倒縮で瞬臨
されている（日Ihom惚u　1御63klm賦rユ’雫7激卜叔k久m貯4多
0無3に蜥いPγεss）・蟻4舞で添しなよう1く・越冬協撫
間1燈物彰知量的5勘雌象勺イ餅が搬も，鍬鷲ろ
碕期であり、生盆地の1食物徐秩に弄r乾的1て藍化3
ろ。このような不適な蒔期を遍こす鶏成臥の秀多動命
散能力が衝勧く伽叱いう喜果に、命叡能力と撮境
条膚の空隅的な夏暖性の関係を老えろエで非潔1又輿
昧ラ豪い。
　本腫の回篠近縁種で、ジマ価毛創憲じめヒ巧る
ブス斜樹卿屠虫であろオ才ニグユウヤホンラントウ
甑成曳の鯵勤あ散牛射勤・本孝皇と全く蓬の傾向吃示
3ことが知られていろ（工wα．o戯乱Lパ63ヲエw区o’暫1）。
っまり、馳繍での成勤働き鵬←潔1く制限さ績
おワ、越冬夕巴から一旦ブヤガイ毛輝1て侵入諺ろヒ、
ほと々ど勧くことなくその鵬曾繁ラ饒勤庵終胴
ろ。　これ脈ラ寸レ．新成曳はブマカ・／ぐ毛め収秀蓑ヤ擁拓
などにより、弛のプス斜植物瞬多勤い幽づ韻齢ら
す、　蝿ので｛めtて篇い／分・散能力を論・　ていろ．　オオニ
ジニウヤホシラン←ウが本維同厳募一メ61勤近縁稚
であろKもかかわらす、　このよう1く飛鰹的な善多’勤！分
1ワ9
散特性を示疹ヒいう專案憾．これら二種め農槌椎ア
ントウムシの生弗史を規1し諺砺多動倉励の発瀬く、
食物旗源の秀葦㌃的最イ6の遭いが大きな影響を与えて
さて叉こと毛示ロ髪していろ。
肇殖威曳1てぶろ彦卵場所蓬し恭しヒ楓体群の空間的な髪定性
綿の空剛繭臨馳鱗問での塵鱗餓曳娚糊
物勤1く匁きく依フ落していろ。　／なが・て、奪殖成曳
の産卵場1称毛／年してめ空悶的な寳飛劉昂の騰く式毛評
樋疹うなめ鳳工、成虫の株織絶勤の顧急と卵の空間
・分廊ヒの慶1係壼鴫らか質袴ろ鮪奪があろ。本纏め繁
殖成虫の移勤々卜教能力ほ、既1く示／哲きう、く、彦師
箔動ヒ同観して第範イ6可ろ。　このこヒは成曳〃）移勤
締賭勤が、勧砺涌択弛と・り繁苑造程め塑間的
な4則面1《おいて夫き穿斥麦刺屯ま旦ウていろミヒを5鼠く
ノ　　ムで＼ロ匁～しマいろ，
　既1て肘て路うに恥簸ラ態としての差琳リ
tで換算されfく卵・慈復の株絹友星は・彦卵初期1て臓太
きなものであ・眠が、成凱の穆動分蕎灸箔動がご一ワ
1くなろ5月千旬から6冷工旬1くかピアて乞弓敷1く小さく
なり、　どの犬きく∫の株右差あなり郁弦蔑が蓋しく均
一メじ芳ろイ霞向が゜みられてく。　さら曳て、　こめ星戸昌的な稲
窪霞の均一犯は、成曳め分散行勤がより須発民みら
れろ上灸の生絶、把でよ1）顕茉であ・て《。こ敷りの享
実力・ら、蓑ラ原量1く袴3ろ彦卵敷復の均一化カマ、奪殖
期漁岸での薙岬雌成凱のよりづ後繁な株閥穿多動によ・
匿0
て違成されていろこヒは明らがであろ。　この彦綿行
勧は、特定，の株K袴諺ろ疹岬の隼一マ化毛避一町ろこと
によワ、秀多勤能力のない幼曳期の膜内競．穿を線知竃
ろ俄食とを蔚・・ていうと老えられろ・差卵猛後．の均一
イ乙がす分逢成さ赦ない鋼奄地Aでは、撫食圧が低い
こともあ’ノ、卵敷笈のかなり鳥い株では顕著な壌二宰
によう幼曳の／餓死ヤ羽化威弘め蓄しいふ型化がみら
熱．ろこともあってて、
　’このようk、壕殖遇し程での成虫の祐溌，な才朱間穆勤
は産卵猛良の空間的な均一化、を違成するこヒ脈よ1）、
蓑源の空間的な劉昂効痒を高めうという機能毛特つ
こと岬らかであり、輌章て示してく斜及榔よ擁
錦鍋舞とあいま・て本種め枢玉体鱗勤態特権庖観，葵し咳
ろ宣馨な擦殖戦犠であろとみで菖こと力隠きろ、
18｝
　こ敷客での寳で、　コアズズニブ，『フマヰシランb
ウの倒鰭過程の檎歪、鱒筋る農物資霧K矯る
個棒群の動的卑衡、その勤的平衡（わ巻本メカ♪驚次
であろ奪殖戦街め果熊Aくついて嶺！く述べてきな．
暑支後1て、本窟究で曙らか1くな。鴛妄・製乏もう一復1登
理余億焔し．　滋論で提．起してく唄題Kっいて、現瞬蔦で
の黍も秀爺“をまとめておこう．
　　　　1．個ろコト鱗愚程の甚本構色ヒ勤布ξ特椎
　本種の倒繍趙梱氏巻本的1く越冬成鰯・駒驚
での騒蔑依．春的な個棒嚢文．制御犠構の作飛が主イ俸とな
ろ傑殖過程と、解から新成虫までの外的環境要因の敷
援K依有しない槻店し要因が主凶本ヒなる生有過／程ヒい
う幟能的脈環なろ二っの薯蒙1てよ・て構成されてい
ろ。個体群の薯沢慶勤様式K君3ろ」ξ与という1観も
からみれ｛舎、　沢のような苅照的な作用が宅終められな．
疹なわち、稲期以吟藩賓段．驚が進沼｝Kっれて、撮境
喀因の撫し4裸の麟し、楓杯群鼠勧靴欠鯵力の蠣
は燧大苓る．　しかし、　この梱体教褒勤の増帳臓肇ヲ直
過耀での制御磯構め働きヒよt｝托の大部かが無幾さ
れ、彦卵弦度は羽化成曳数．の多ケ1失かかわりなく食
物嚢霧量1く対して毎与ほぼ一民ヒなろ・一方、千篇
域ヒよ義域め個体群め購慰ま、成曳覗仏容で切遡殖
導ヤ羽化ウ・ら奪殖春での豹成曳生有尋なヒの勤熊特
182
概く関筋甚本1匂メータ1く関して滲R瞭で諺異が認・
められ倉．栂体の偽的椎後K嘱する両栂体猫1唄の毛
の嘱璽、1くフいて1ま今・復さら1て俊賛可る・¢辱があろが・
硯瞬点で臓この個梼一耕箇の勤態埼椎の毛．黒1叡　個体
群遥程の基本旛造⊃〃）糾内でとら丸うめが妥差であろ
う，つ喜ウ、　落栂体鱗〃）二窪本橋莚し鳳集逸．しており・
凌の勧僥悪～橋・・陛じ乳生有適膠て’の個椿煮の生ラ名史特峰と
撮境辱因の作帰ヒ夫きく依存していろと老iしられる．
騰に、鼎奪で柔しす・よう監三瞬地蜘く矯項の奪
飾推という撮境の周鄭的かつ舌ヲ疑，い｛能な夜勤惟ヒ大
きく規是さ敷てて橋農や気象要因なヒーの外的環境些因
のイ乍矯ヒ！食物賓3原としての了ザミの量おき・ぴ豊の参
飾的慶化伍、本椎の個膝群過・纏を飽してその動態崎
性「と次更疹ろ上で主屡な鷹曳劇乞界践ていうという享
劉瓜撮境の鯵鵬と倒㌶琴勤態との関イ疑理解3
ろ二で極めて重奪であろ，
　　2．梱体矯の働的キ衡と勧茎本メカニ穴久
　坤蓬べて・よう民駒直過雁でイ勤く樹本数制1聯
旛紙本纏個体群の甚本的細生であり、この作瑠て
よ・マ／蝕嫉源量の疫勤磁してイ酬鱗猛魚沸K
辱髪」乙され、両煮の間に動的平衡が維符さ敵ていろ
のであろ．　こめ制御過程めラ主醤苓くぐき鷺微にミ・　彦岬
弦覆がア寸“ミ0）窺鯵量にタ寸して成虫期の桓らかの生
物零的、竹動導的なアロセスにようて衆毒る閥権を
楕・マおり、卵伊寒制限曳て潅穿れて／稜物♪菱幕の物理
’曾3
的な絶対量によ・て倒鰐姑・告・1脹さ淑るとい頒芦完
とは根本的にi藁なっていうという点、で・あろ．
　京犬第生罎碧林内1て生息考ろ本纏4糧棒群を3与闇
tてわてて・て調査しててN久k蝋艮γ久90h3医g鎗Q窪7弓」稽ljhPγぞs∫）
に、本謹の個終群うべ宍が種…めて宴・曳．していろ專裟
を明らか1てし・梱体群の翻御機権が、越冬直復のア
サミキ家上での梱体問め相互『一秀によってか・きおこさ
敷ろ肇雍成曳の了掌ミ鱗旛閥移動くようものてある
と鶴論しでて、本窟呪ではより伝範な解着1くよっ1こ
めこヒを雁｛誕：！享ろとヒも1く、栂体豹〔が’燐綻援．勤咳ろ
彰麗炉孔て制御されて、吻との專織・貼力・
にしな，　こ0）專柔吃もと1く、梱体薪の宴定化K苔亨
る繁殖威虫酬灼サ彫多動の投髪1いてついて再蔑検奮
してみよう．　寮影に明らか1てしfてように、　本種のイ固イ本
数制御のアロ¢ス1（は、　1）株問鯵勤脈よう疹郁場酋選。
才尺、　2）卵吸叔による彦卵膚止．というち曳自の彦．卵戦術
が大きな4支劉を象しマいろ。　では、　この二つの彦卵
　銭術が資霧劉く瑠ろ梱4撒嶺・牌（働的蠣磁椅）1・
そ　れぞれ．どの　よ　う　tて季〔籍夫　し　て　し、う　か　と　い　う問題・を　こ
こでU魚尊なイ列を獄いて考えてみfてい・
　今、　生息地が薙麦凌父のパツラによ・て権成rぎれてい
るとすろ。本毯の場合、フー炉ミ涛朱あろい職群蕎がこ
のバ・・ケに相当3ろと老えてエい・彦卵萢程で蓬成
され袴蒜勧く矯ろ個棒編・1御働的平衡）蕨環の
1暖念・いを評価疹うなめヒは、生色梵レ全体め資ラ原量の
褒動ヒ丙して彦卵数、がどの程像．同訴1咳ろかをみれぱ
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よい・ここで臨L祝2種懸の庭51碑ギ街がそ樋・れ
ヤレ罪独で働いな場令1てついて老えてみよう。
氏）株闇秀多イ勤のみおこる場｝．！告一
　塔朱眠穆勤ヒふ・て威曳が到蓮ししてて全てのパッチで
彦卵が行れることヒふ｝）、資霧量に資3る醸敷度は
蜜臨脈詞均一奴れ（第碑考眠）、鰍懸勧勲
高くなる。　しかし各搾ッチでの舞解数は疑のパッ今
ド飛来／な雌成虫敷．1く依姦礒ろ，　こめなあバッケの
旅・和であろ生忽地全棒の産卵数もまててそこ脈加入し
で（繁殖成曳数1くよ・て一麹的1くラ気まり、登ラ原量k影
響さ鵬ことはない。して礎，て鯵栃る食物葛原
量1く苅庵る庫岬数の同調（餐ヲ孫量ヒの勤的平衡の維楕）
は密難である、　もっとも、　こ訳は孝朱眠物動にようり
スクがないと仮．是しな場！差の髭‘論であウ、静勤ヒよ
う死そニヤエネ1しギーロスがあろ写ら1安、　成虫の生有
過程を亀して話雛瀞数は彰隠量の羨動て彫鶴る
こと　も　あり　う　ろ。　こ　の穆重力に群う　工弁　1レギー　ロス臓
偽餓勤解吸収してよる工知しキ…の琳勺ヒと郁・
繁殖過程におけろ底謝エネルキーの解命といラ1観点、
から今後明らか1てしなけれぱならない隻辱な臨題で
あ・ろ。
b）綿吸奴．のみおこる場！昏
　こ締全てのパ珍穫霧勧く矯る塵卵数の閥
纏が1存雇3ろ場今1て鵜当する．っ暮り、彦卵猿震が
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この閥樹く蓬諺ると雌成曳霞・て・‘ち1て勧βを脅・し3
ろのであろ。既に赤L釈よ帆・秦薩の場獄比駿的
棒い騒夜．レベル縫この蘭沼直が霧社補ろ（墾あなリカ岬
程度）民で・が・て、成勤いろ！ぐ・チの争く瞳漁
量1て舛誘る疹㈱数．の均一紀参｛確更1て鑑成されるが、
成虫、のいないペツ今で1ま当然真のことながら彦岬は全
くおこらない・このような蓬カラウめ八らッ今の荏〉イ本仁占
めろ劇倉・と浸の震勤が大きくなうにつ敵て、餐源量
の袈蜘てヌ胴ろ彦岬数の同鍋砺呈嵐飛・くなり安斜
的な苅元・は瞬難1てなる。　さレ1く、生急ナ也企体の餐源
量1《粥る向碓霞で穂れろ倒鰭め資激照効キ
が蓋しく低下し、　星戸昌的な餌の嘱効的利軍と～、ラ薫、
ではiし・しうマイナスKなろ。　工めイ第で赤しなように、
オ朱間筋動という戦4哲めみでは勿くのパッラを含む生
即醗体の膨原との個体数の勧臼勺平衡の達脚矧命
には」寄与できない。　しかし、　㈱吸収ヒよろ疹卵膏止
という戦術のみで樋↑て鶴原の襲重がてす鋼蘇・でき
す、成曳の隻申震が島くなろ1くっれて角調め程．叢臓
但rFし、卵窟皮の平均レベ勘が但くなつて慣体群全
体としての能翻鯨塀力磯しくイ蜜弱。こ畑
のことから、締吸収という彦岬戦㈱喰伽護霧擁
効剰掃と髪・定Lてて栂体群しべ～レの維持1て霞献∵苓るでく
めtては、敷彦tてイ衣1存しτ誘多勤・／分救ヒよ・て繁雍一成
曵のフ落1在しない彦卵不可能な！雪ツ今毛できろ下艮り減
ら疹ことが都才長毎イ牛であることがわかろ。髭局、蕨
虫のオ朱臨4多勤1くよる彦卵震及の里問的な均一仁と、
1麗
物1飾編く卵吸蜘ねろ雇5｝膳止という一連のフ・
ロセスによっ　て特徴ゲ1すられろ　　本穫の騎・i裂負勺な薩
卵戦術が、本維個体薪iの資霧量あ転り宏震の指しい
扉定イ乙竈もでてらしていろ巷本メカニス・4であろとい
えふつ。
　　　　3、　殊殖職晦4＞亀応的奪嚢
　〉欠に、　本種の生…塩客象式の巷本特寺生とな。マいろこ
のような窯タ直卑キ略が驚っ遣し太i唾勺匙教にっいマ老1して
みよう．ま駅礫ヲ餓勤嘱す一逸の行勤を奄粒
追．ッマ整理可鋤しぱ次めようtくなる，
　i）瞬髭，の塔朱で彦。岬・を饗症霧を・する．（越冬直後一5｝ミキ勾）
　　繁憩て薮た限の工勾レヤーを投賓疹ることがマ’
　　きうが、　是卵場ア宵の鼠才尺t森て・さない。
　ユ）オ朱間穿多動乏考『1いな・カ℃ら彦卵可る・（5『月・陶一6呂マ旬）
　　塵卵場苅の選状感できるが、・壕殖に投餐疹ろ工
　　琴1しキーめラ威ケと移動K啓う1）スクが生レろ．
　の鰍及収ヒよる毒鰯馳．（晶物以降）
　　繁殖個体の物彼の生存率の上昇乏遼しマ物直
　　期の更長（2稲繁殖）の可鰍勤・生ひろ携、この
　　期間キは彦卵はもちうメレできない．
このよう1気　奪殖雌成虫は塵卵期問乏2亀して順次．ゑ
養臓ぞ勧刎厩（S紘hl佃鮪・ていうと翫られ
ろ。　でtま、　こめような切ワがえはイ薗イi本の4蒙ダ直成フカ度
に辮してどめような養瀞宋遠イ寄っていろのであろクが、
栂体が繁薙令に逸すろ暑の教毛激夫仏づるように自
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然趣叉を如つてきて・と老之るならt空一、均・添してく一
遠の彦卵《管⑭伽ワかえほ、こめ屋的1・／銚致すうも
めでなtフれゆならない。繁殖成曳にと。ての各時期
でめ∫鼠境め良し鷺．しは、　そめ崎点で生まれτく与め内、
繁薙冷・K逢疹ろ個体め数φ期偽纏，ヒそめ掴体⊃ヒの
！マワ了ンス1富・てあらわ3ミとがマ・きろ。勇瞬
で朗らかヒなっ転ように、　この顛符植をチ見昆疹る主
要因は瞬熊特髪白勺塊！疑作用、越冬前期間め長さ、絡
喬期の食物資ラ原のストレスであ・な。　このうち嚴勅
の二つは生怠すろ3亨・ミめ株ヤ1ぐツラ1てよって夜化
kない辱囚であろが、餐霧ストレス1憲楓旛群鼠度に
夫きく依喬咳うめで、オ朱ごとに段、衷があ1）、　バリア
ンスめ権に探く関与！する穿囚であろ。　彦岬細期で口、
棉後浮が犬きく、越冬前期問も長くなる軟め、フ欠せ
蔵’ド残す与の数の期綺値はン～れほど鳥くはならない・
までて、夫．部、分め株てqぽまでぐ産卵されておらτ、泥覧
期の餐霧ストレスも働かないのでノ灼アンスの値は
小さい。　このような場冷＼　どの才朱に彦卵レマも各・の
数の期碕植にはにとノしど差がないであうク。　客な、
棉ワ秩収によウゑ卵イキ止をすろヒ、　その復の弗七によ
フて／堅く屋卵できなくなる危霞二技があろ。舵局、　こ
の崎期慰ま雌成虫か越冬直按飛象lf・株で貿のまま
産卵を継続亨ろこヒが嚴も望ましい戦’婚となろう．
壕殖顔の中期1てかかろと、梱食と越冬前期間の室辱
控帽鉦し、かわ。て発鯵肋隼廊トレス碍多禦
が大きくなる．　この相ネ棄作用の衣め∈｝。の滋文の期綺・植
’器
は初期く比べたきく暖一化諺ること覧まないが、株Kよ
？て泥・査期の餐ラ原ストレスめ程艮1て大きな開きか・太
てくろめで、物個体こ叱の／vり了ンスめ植t瑳し
く確大亨ろであうう．　脈と之ぽ、彦綿が集キ／六株
では幼虫期でめ餓把の鬼険｝勤磁・くなろ帆一方荏
卵のケない株て吻〉乾殊ストレヌめ勧響は1トさなぽま
であろ。そのなめ、株間移勤℃いラ戦御（切・／カ・え
ろことしくよっマ現在の株よりも奪イキφよい株で、彦佃
できる可能性が生ひろ。　蓬1（、特定のオ象にとどきっ
て潅卵毛猿復まで継続疹れ，窪、　授のオ朱での資源スト
レスの雌犬毛招き、　そめ耗果、　残しうろ各の数．め期
碕権が桐芝的に仏下すること1くなりかねない，燦
殖《灸期になうと、棉艇1王はほと．んヒfう・からで、　まてく
越iタト栴期間も短縮てろが、幼曳絡鷲期の賓源ストレ
スは極加く増犬咳る．しfミが・て残しうる与の数の
期特権し暇れまで1つ乙べて僧＆1く低千事ろ、餌・、
この時魚まで1て成虹の言朱．闇移勤によ・て彦舘徹摩一の
髪悶的な均一化が進行していろので、　枢属本群弦彦．、く
依梅する賓源鮭レスの株閥夜豹犠がラ勘し、そ
鱒㌶・・パり了ンスの伽調診弗1く1トさくなろ。その
セめ、移勤Kよラて期特値のより高い株で彦卵でき
ろ可負乞峰は蓄しく捧下疹る、　もしこの時、卵ジ及壕又に
よ・て物楓体の生存津毛畠め2稲の繁ヲ動呵能
になろなら、　旨のまま痙卵を続娠するよりも翌薯の
より安箸適な崎堀K彦卵すろこヒで、　よリ鳥い期特権
が得られろ場！腎が・血てくろ。　っ塞リ、　両煮の闇1ては
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トレードづζフ（tγ女o（eof辛）かζ生．ひろので、　こめナ易倉1く
は躍毬成虫践ぽ矛致キ皇的1て卵ロ及壕父を行うことtてよって彦綿
を梅止しな方がよい，以Lのよう1て、雌成曳は壕薙
禁只の疹崎期において、糠タ直・辱K芝すうろの峯文左轟乏一夫
イじでうという渥的により／腎致．しな斥「『勤戦特『1をと。て
いうもめと毘・わ》Kろ。
　では、鷺殖成曳職何を丁暖墳ハニ苅侮ろ評価甚…警とし
て、　一遠め産卵行勤の伽りかえを重『つていうめであ
ろうか．第5舞で赤してくよう、叙野外でめ疹師集、験
の雑果は、、卵P段収が了r樹ミ集の％監イ乙ヒ反応・しマお
ころこと毛赤Lてく。　一方．株間移多力を牌う雇師行勤
への直接的な伽）かえの薯国kつい獄篇てで明励・
でt憲ないが、以千の桟況宅正拠鳳この私岬竹勤への切
りかえもま．なア堂ミ寄朱、め釈態1く九きくイ表漁トしている
ことを秀していろ。　「1なわち・　成虫の移勤、分」故箔勤
のラ甥蚤イ踊勧物ヒ・一ク｛（擁籍の株で卵・幼虫の魔
履が鳥くなり、・麗も目立ちはぴめる時期て同調し
て起ころこヒ、さり1て、ムーご’カメラを黒いてて行
働老易寡1くようと、雌成凱は、　燕象践な方朱の疹みすウ
まで渉農壕に重力き回うていろこと，なとぺぐある。ノ分散
をイ物膨廊働の適鳥・的私勤雀、鶴原ストレスの株
悶髪．裟が大きくなろほど増すので、寳霧ストレスの
秀呈蔑毛直接反暮央するアサ“ミ集の斗丸態、攻、彦部行動の
‡フ）りかえ，ヒこヒっマ・葺乳｛ノ適Lしてて才旨橡で璽あろう．　しカ、し、
この撮境評価茎準としての食物賓ラ原の役劉Kついて
は、　より直得的な牢灸毫正の丁てめ1て、　食物資ラ原め状態を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1弓0
厳貌匂ン田一収献曳賊麟千1・お嚇繁雍竹
勧についての群細な窟覧が不可欠であラ、これ．は今
後の問題ヒして残されマいる．
　この彦卵鞠劒切りか丸の豫のキ陰橡と老えられる
膨原の樋値の震イ出瓜沢の三つの婆国、Dザ謄自
隻の生獲灸秩め参飾的襲化、ユ）ラントウムンの壁蔑
賜購う食物露夫・3麻櫓どの外蹴槻舌露
四、　に太きく実易足．ざ才していろ、　このτてめ、　：れラ寿
辱一奏のイ乍孫の大きさの達しいによって、　：こで添しな
一遵ンめ喋殖竹勤の順膚ヤ授の発多見時期もそれに瓦い
マ夜わろこと伽す分葱1しられる．　負ヒえ捨・君匿盃処
fでt憲1窪7守薯の6員太の疾永dくよ・て、た部・分の雌・
成玖械一斎匹卵吸蔽．毛おこして《か．　’アサミ株叡残双
の被塞から回復亨うとて、fでち1又在碗毛魯開しな．ま
む、彦，岬期の綾キ1ておいマ餐ラ原め多量の更離があれ
ぴ、　卵吸収、毛ひ一きおミ3ことなく彦卵rま斎ヒ行される
であうう．さら1て、糠殖触の加入鑑度ヵ藷しく為
い場念・には、餐ラ募ストレスめ進行臓卑く弊吸収も耳
い碕期から物財ろ螺冶れる。このよう・譲鰯資
聴の裂化パターンの逸いK本i・レ馳彦岬黙1懲の可曳修
1ま、4固体群の」を定1｝生や生亮史戦略・の鵜臥がら非弊脈
解味探い悶惣であろ．
　以JL．みてき↑失ようK、本纏め個体蒼勧態毛特像ゲ
綜ろ欄体着の勤的平衡維特は．食物餐霧の笈但に飛
海3ろ准自の生箔様式、特1て成敦期の攣殖戦略株そ
の差汐楚乏おいていろ　こヒかぐわかっ森．　そしマこの糠
禰
麟幡は．楓棒薪レ州レ惣な蒔唄的・野融t暖動
3袴三原のよ・順効的な利羅可飴・しマおウー魯
棒レベ1レ鰍戯の奪殖碗力灘よ・痛め筋策であ
ろと老i乙られてて・　このようなイ固4本君宇多力i態ヤ生ヲ含史の
進化における食物資ラ原の重要、陛は本纏、て限。なこと
ではなく、　そめ内雰は裏なっ　ていても食寄直、陛昆虫、一
禽とにあてはまることであろヒ監われう。　（｝！lbε沈（円昭）
甑食権性昆曳の生ラ名史戦略ヒついての一般的理解
にと・て～敢．も夫きな「嗜屠は、食物資ラ励・の勤熊・K蘭す
ろ我々め種購・よ織織不足であろと指才蔵して・が、まさ
にその趣）てあワ、辰轄能恥量的・篠的動熊と個
体群蓮盤tておσるその落鍛の解唄は／食差直壱生昆虫の楓
体群生態引てお宅亨る’ケ後の主薯厨乾蘇題の一つとな
うて”あうつ。
1絵
　本厨物ま、了す護麩喰算晒ろラントウムラの
一纏、　コアオズニグユウヤホγラント　ウの斧象、数の夕也
域雁M本群KつPて調査を行い、その茄果を比隼交する
こと1てよワ主K沢の三つの問題1てつ㌔貿肋解朗毛
肖試み衣ものであろ、　＠）本薙4＞個イ本麟過程はどめよう
な養本構造を托・マいろめか？Φ輝篠霧その制御が行
われていろヒ可れ窪、　それtま屑1てラ寸して、　まてくどの
ようプよ生物禽勺メカニスrムによって4牙われマいろのか？
◎こめ個冗本群制御のメカニでムは稚め生箔妥柔式よ．の
≧持性としてどめような適1応的匙糸iを持・マいろのか？
　宅繍斜鰯細・ら階・邪での5耳賦彪賀勲緬
部の朽木薦1くある安・曇1警1氷一寒秀勺15k〃しにラ告ッてゑ在し
ていろ幽露耐繊矧㌶辱タで象としマ竹・瓦本
纏は与口厨生で、調奄地域で臓成曳・幼曳ともヒも
つヒぎらカカ“ノつ”サ恥ミ毛／稜葺としマおり、全生ヲ名チ暖、を
逓レしマ寄主施物に・依霧していろ．成虫に関しては梱
体識別のマノフ毛施して個体数疫動と鋒動分散の乳
態を評極し、卵・幼曳・蜘1て関しマは調査地内の企
マのアす“ミの林ごヒ1て個体教の推稀を調度しな、
　得られな主穿擁果を専豹つれ～歪求一めヒおりであろ、
　成虫栂λ本群パラメータから冴てく発卜掴A本麟の鵜・1｝生
　D蒼蛇城栂棒耕の奪肺ほパター沌比藪し転ヒ
こゲ次のような影宅史特峰がみられ鶴彩為域で
1り3
の越冬威曳の身恥感短く、　ワ負千匂昏で／て鳳大都分
の楓旛が須失疹る。　一方・新成虫の羽イしはワ需虹匂
に始まり、物後の個体数増力蝿急激Kおころ。こ
れK灯して、上充域で怯越冬成凱の寿蹄臓比車灸飽泉
く、羽イbそ麦ユ薯1てわ転・て生春参るイ箇ろ本も訳・めりれ
ずて。　ぎて文新成虫、の羽化博遇れ、　ワR下旬1〈始きり楓
体数の珀加ノ曹一ンは劫斧髪覆である、
　2）個体群の動態特膨乏表わフ越冬成虫から羽化嵐
で擁殖埣と刻しから勧鶴での成虫生麟臥両
煮と｛！1〈’下菰から云飛tて・か・けて一貫し訳傾向袈イ乙が
認められて失。　疹なわち、下飛域め栂榛群はよ！）鳥い
瑠殖奔とイ塞い新成曳生蒋劾くよ・て騰徴．プσられて
い脈の1て鷲し、　ヱうんヶ或ではその逐め傾向がみられな，
　3）生勧肋要定樹て鰯ろ撮境崎樹てっいてもま
衣千ラ髭からヱラ乱に至ろぎで連i続的な後，展がみられ脈．
千飛域では／餌である了ザミ倒本群の時間的・空唄
的褒勧はより夫きく、槌生は壌署毛でその大都房が算
本1《よ。て構成されてわり、不毎是な生勧働騎徴
を靖してい衣，一方上流域ではこれヒはゑに、　よワ
を定な生落ナ色め騰徴．を示し択．
　4）こめように、　倦地域梱体耕は授れそれ被負めオ回
体群特峰毛呑し、　〉それらは一千ラ能域から上5礼域ヒか惇て唄
縫なイ頃向髪イ乙毛赤3ことが明らか1くな・衣。
　　　〉策霧量の蜘と楓体群の動齢乎衡
5）調鍛醐を蓮しマのイ剛本群すイでの垢笈夜動は
1鰹
薦薩地で里写バ＜パターン乏示しな，っまワ、銅
査地Aでほ与ぐ楓体群サイでの薙加カマみら颪てくが、
誰査ラ也Fの梱棒群うイで臓比専女的を昆していて勺
　の了サミ倒篤物薯沢館郁ついマも渦様≠瀬向
が譲められ衣．　疹なわち、調査也Aではフやミ差数
は調奄闘始綾一貫して確ラし統り衣のに婦し、訥左地
Fでは峯数め夜勧ははろか1《．かさく婁受ししマい数。
　ワ濠ラ縫ヒ粥ろ倒解纏震の垢簸動が厳も肇
1定疹ろのは卵期であろことカVわかラ七，　こめなめ、
調査期曝遼して縦彦卵数の裂化t蝦の言舩地での
アサ“ミめ与次鯵カビよく同調し無、瓦
　曾）物条蘇、轍覧鰻あでのの倒繍窪後（鱗）
の5舛闇の耳〉欠夜勤幅は極めて，1・ぐく、調査地Aと
Fで》セれそれ2・曾締とL4佑であっ衣．　巷↑てこの卵期の
卑均楓体麟窪震臓函調奄蛇で1穿げ一致しでく。
　9）以工の享裟から、本稚個イ本群は食物餐ラ原量1て対1
して勤的乎衡釈態篭維蔚しており、　これ熔壕殖過雁
で働く倒轍言噺機椥くよるものであろヒ徹ら憾，
　　　　　断｝萢程と環．境要囚の参訴性
　1の本麓の個！鋒燐愚程は碁本極勺tて・窟浸依褥的な偲
体数肇定化職構が鋲蓋にイ勤く成曳期の壕雍遇程と．
窟度拡立的な外的蓼囚ヒよるイ固体群の糧勧ヒ不宴是
価彪踊噸以跨翌秀の成嫁タ亘期前までの蛎過
雑という全く娩瞭的な二つの過．程kよフて瀟成さ｝疑
マいてて．
1『5
　の卵期・蓄冷幼曳期の死七率は一般1て烏く、までて
これ毛旭域間で比庫女疹ると上ラ瓦の調査づ也Fの方か下
疵の言鍾陀A｛父比べてはろ斜《鳥い植毛呑しな．野
外観寡とケーソ豪験の薙集がう、　卵期の拓宅尊・因は
主K棉食ととも食いであり、　箔令幼曳期めそれは主
に捕！勧くようものであろこと力噸Rら斜てな・艦特
に上抗の・調な把ではコア！・ガミムヲ毛主と諺る猟袈
潅の柞掃が大きく、　この棉食廷の選いが両栂勝耕の
新成曳窟笈レベ1レと成史羽イbまでのナ曽殖卑を淡更し
マいる劣一議的な専囚であろヒ老九られ1く、
　12）これ1て・ひきかえ、　娃令幼曳・蛎1期の動宅舞は低
いものであ・起4舷嫁蓑脈1譲2雅難の寄生蜘く
よる〃已七が・君忍められて《。
　β）新成曳羽イ乙から越冬まて・の生存牽臓、調な地ア
碗がA㍑bべて高い値毛委して《・この成虫賄率
め逸い臓函調看地での羽イ巳から越冬きでの期鵠（講査
地Aと下でそ淑それワ・θヒ45B）の髪1て欠きく依海レ
て・、うものと老えられて・．この差め原因となる羽化
時期の久畑て豫レて、壕殖成劾奏命の長さ壱反映
しな彦，卵期聞と、彦卵期の前キKより総く修ヵく捕農
の碕期特異的イ矯が大きな役劇毛象していろことが
わかっ傘。
　紛越冬期簡申の死tは主に冬のイ塾握などの気像的
ストレス脈よると老え，られな．　こめ冬期第そ二は特に
歪ト型の成虫およが雄成虫でよl／鳥卑1てわこヲ、　この
すくめ、越冬復の繁殖．成史個体群感越条・前に比べろヒ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1り6
答個体のガイでが大きくかっ雌の劉心が亀いもめ1気
後的に夜イ乙諺る、
　15藤殖成曳の生蒋卑の秀飾褒紹ま坊勧下流、の魯
個イ本療で凝れ〉で飲独自のノ寸ターン左辱レ蘇．　っきり、
言睡地A鰍誠史生存劾湾勧進4鷲ともに一貫
してイ塞下諺るのに苅して、　君鴎査歩也Fでヒま6月中旬ま
では同様．な5威ケィ頃向がみら’れうが、＞1め後成曳生存
罪は再が凹復諺る・　こめ繁タ直期練．洋での生フ落卑の秀
帆越冬成虫の都物画梱体群蘭の勧主な片渦て・
あるヒ考iしられな，
　’の6負の梅爾と9目の台レ風1てよる大ま見糠．なラ荻氷は、
瞬として｝燐迩くK成宥すろフケミ／文依有している
ラントウムうノイ国体秀等に大きなラ磁こ宅を与えろ、　しかし、
嶽氷脈よう死「≧扉1ては、　生急地の秀借ヤ発看嬉隻階の
藪吻邸よ・，大きな熊力晦られて、．
　17）食物賓蒜としてのフ寸ミめ藁の量ならがヒ後は、
フすミ自身の発奮パクーンヤラントウム烈露る康
堵の釦秘ど回都て蔚見の奪飾撫乙毛示しfて．テ
ントウムシの個体群猛蔑が相君毒勺K鳥い千ラ九の論査
蛇で鳳勧猟トレスがよ・磁、しくデヂ拗輔肋纏
内鷺尋の秀蘇羽化成虫の・ト型イ乙がよワ顕知くなろ，
このτ《め縫1イ本のサイでに依イ｝しτて越タト虫の死、七1まよ
㌧｝　　5童　く　　　イ乍　　）蔀　　〆夢　　　る　　　と　　葱　　　ラ～レ　　　ら　　れ　てく　、
　ノ8瑳把域倒鰭の動態の甚本パラメータ砒b藪お
よが塘是の個イ本群の次生騰期遠塁ド3ろコホートの
生フ落過震の比庫交によラて、　チ暖ク麦の参飾峰を反后央してく
1曾7
外的撮境…卑協と生砧史ペターγかマ梱体須の勤態特惟
1・鷲して蜷P彫勺および空唄醐く犬きな影響も与えて
いうことかぐβ｝箋らが、くなラな、
　　　　　鷺殖戦略と楓紘叡謡飾の機糖
　の畿査ナ也A（千疵）とF（工洗）’で楓体群め塵卵特性毛髭乙
軟しす。ヒこう、調査地Aの方が塵角曄賭が短いこヒ
と・）それが南洋1てイ稀ろ傾向があろことカvわかつてく。
また顔簸肋惣ヨとヒもに鰍鬼堀又め減ケカ・劾
敷でて。
　2の個体あで・リ集現彦岬数1燦徹脇キではどの無
も影穀的一良であろのド丙し、後類鋸うと耳次に
よ・て大きな夜裟がみられむ、一方、　累纏彦．郁儀度
の勾気問の衷馴な参飾の進后とともtて・トさくなり、
顔蘇期になうと鶴諺k荊誇る彦卵数1欝卸徳ぼ
一良のレベ1レ1て蓬しτ・，このことかう、嵐卵後期ヒ
より顕藷1再倒剛筋ての瀕β数の髪鋤唯纏震
の一髭一イ乙1く大きく婁献していろと推ラ則されτて。　rさら
に個棒あ衣リ庫卵数は成曳宏1暖め影攣も直接的Kは
蜘貿おらす・楓体群レベルの工零1同弔マす駄す
ろ食薯などによる了サミ葉の条省の茄薩嘱じに瓦応・し
て東仏寄うこと伽赤暖さ敷てて．
　ユ｝）野タトでのケーブを罵いでて彦。吟欝1実ミ鳥隻ユてようヒ、　ラ
ントウム烈てよろ食署が昇く趨鷲る為敷艮め垢
ブでは・潅卵期間は自然1園体群ヒ比べ・て耳く終5し
乱ま乞一旦瀕慨終3して・成曳も妾樵紘椥て鋒
1？8
うと酬錘再蹴してて．さらド隔・比よソ、イ娩焦の
槌ソの個イ勧卵勲碑であ・てくの磁し・離
フ暖のケーγでほ全てのイ固体が卵吸収、の徴裾更も添し衣．
これらめ妄裟から・個鉢の彦卵調脅1く病府吸収ヒいう
生多里的メカニズムカΨヲ茱く関2キしているこヒが才窪ラ則さ
れfて．　さらド卵P反収臓アサ“ミ蒙〃）廉資め筋甦イ乙に反
メもして可みヤかに起ころと考之られ．勲、
　2ユ湧外楓棒麟でめ卵集の発有状熊Kフいて物考
糎贈睡調べτ窺てろ、燦薙蘇期で1詮ての個体が
正蜘成熟卵勲持・ていす・朗文鷲し・朧が飯
ちは（ノめろ6月中句以「瞬1へなろヒ、　卵吸壕又櫓イ本の馴
／｛｝カマ　急ラ敷に　ナ曽力B　して叉。　　こ　め　こ　、こ　弍｝、　ら、　　多寺タト　で　も　4蒙ヲr直
考褒期において卵P反収．が豪、課に繊能していろことが明
らか1てなっ　てて。
　23）饗殖未顔きで生有し卵・廊父毛おこし脈ヒ考えら
れる偽莇独の内条勺尋数が、の一度越短考奪い、
2良助馨殉て御・していろこ肋・わか・代
　24）以上め痔裟から、　・食物賓霧であゐアサミ集め象
イ物％顧Uて殊馬ておころ卵゜及撫窟る彦窮嚇
は、　資霧量ヒ灯諺る楓棒数制御1く夫きな役劉を塚，し
ていろ本穫団有の彦卵戦循であろと考えられτ・．ぐ
らにこの彦．卵戦循の遼レ応的胤桑1くついマ、壕殖．個体
のエネルギぞ、分画乙という毒見点から宅兇朗乏君式みて文．
　成虫の秀多勤房蓄父3名勧と空閏的tくみてく資ラ縁到蹄の縁式
2勢渦一赫・で0）成曳楓イ本の隼均ラ帯在日数は・．越秀・成
凹
曳でノ・鱒1後、勧成曳て・2。一う。日であ・）・調査簡麟、く
比べはろか株長いもめであ・てて．
2の倒筋秋・坪甥多動鱒1懸殖灘の方力噺成
郵て比べて多く、まτ・｝回あて・・晦働距紬・関して
も、・マはウ蜜殖成虫の方が長いイ夢頁向がみられて勺
　ヱ7）個林別の勤きのテ’タを工め鰍ε0僻のめ渥1沸房前法
を用いてさらに鯖序町しτくとこう）kの綿集一敷得られ衣。
繁殖成曳は新成虫1て地べて穆動個体め劇心が大さく、
きて：勧きの多名発笈も稿か・てて．～拷1て奪殖威虫の麹勤
行勤舗与一屍豹惚ろ二つの勤き1てよ・て横成
さ廠ており、それぞれ了ずミパツラ内およびパツ今
闘穆勤に粕当していも．　ぐりK動きの弗発蔑K臓調
重夕也冑1であろ孝象1隻．め後、裏が餐もめられな・
　2ε）壕殖成虫の勤きの箔乾霞臓、笈卵％勤が象も盛
んKなろタ自下旬がら6只虹旬株かけて、　B月らかな
ヒ・－7も添しな。っきり、繁ヲ直成曳はパッ今状1父房
布していろ了サミめ株閥を擁壕に移勤しナ，がら潅卵
雄1勤を竹っていろことが明うかヒな・む・
　2『）アサミの序朱ごとの卵す鬼萎文の！か諦1まがなiフのノvラ
・ソ粍禾して，帆株の大きさヒそこ1て海れ餉鵬
叡との帥ては正所蠣が認められ、単位餐霧量とし
ての望あす・・ハ鍾纂さ艦勧押鼠震薦矯簸礎乙
転的聖｝、さか。τて。
　3のこの髪あ牡リ彦卵窪復Kついて塔朱悶の笈嚢の参
憐夜価1マ・フンス毛才旨橡ヒして君翫紅：ろ、蒙
薙．成曳の宴朱間静動がr象も歩褒繁におころ5月下匂から
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6目二旬株かけて、急激な但千がみられ、この間に
彦卵藪蔑の姿定イ乙がプ⊂幅K進娠しなことを添し勲。
　3Pこれらめ喜実から、奪薙成虫の株問移勤もまな
本稚固ゑの毒卵戦術の一つであ・）、こ軸確霧是に
飛謬ろ産卵鼠援のを是イbゑ逢成することtてよ・て、
婆伽空間的な秀糊効教よ・馬めろ蘇犬きく亥
献しマいうと老えられてて，
　以工め筋泉が示誘ように、本種の梱体薪勤態を特
徴ブすている卑位康物量あでてソ弦瓦の蒐しい姿足椎、
写なわち食物資源との楓偏物勤重勺平衡の維埼は、
勧頒霧としてのフサミ倒鱗の量義ひ覧勺暖化へ
の楓体群の鋭。敏な梵応吃可能にする固麻の生姑線式、
鞠て成虫期の馨薙戦卵く物勧楚をおいマいる．こ
の繁殖戦略し害個体群レベノレで1護瞬喝的・野軸勺K豪
動筋食物♪影原の効率的かつを定しで・刺用毛鮪泳
していうが、楓体レベノレでもまてて．褒動てろ撮境の
むとでその髪殖成功蔑を島めよラといラ亀鮪鵬券
毛特っもめと推論されな，
2ω
　筋概の逐行覇刈まとめの趣呈1・おいて終娩暖
い御灸援ヒ疹くの御郷判・御款元を賜・な京獅大蓉
鰭部故蕨俊一教授なら綜嬉等茨二激拠鳩くお
礼を穿し炉すゐ．本腹福体着kついて別の角暖から
祈験れマおり、馳頃ヵ・ら嫁論の稲租くな・てで隻
い衣京獅犬～蓼笈客獅ラ尺田ネ谷一氏tて・じから感翻可る．
金ラス犬導援導獅坪着ラ宅二愕r芸tくtぽ・本窟雍の当初か
ら終始褒わらめ御灸振と御激赤誓亘いてて，京御大導
農駐貯筋房夫諮鰍は本論文の／堅般1くわ稿て・
まて・B脇軽c・1励汝未穿w・餌ef呼・諺腋も・隔2
鷺の内答1く関してそれぞれ嘱澄な御即宅毛復いてて。
憲都大導叢導都弁二民二博雀tくは本循鴛覧の＆程を瓦
レて程々の御激赤と激励乞旅高藤晃雄助散彼、
大・燐直太氏1…はぴめと3る盲・都大導敷与部昆凱珍桝
屍室の鷺縁に纏煮形、無、・形の御才袈診力を旗いてて，搭を
大導農鵜裸原守久助激才鄭は勇下吸収1て関しマ勿く
の御激示篭賜り、かつ卵巣橡本の今ニツフもして頂
いてて，つじ海遣，夫蓉狸珍都片倫雌薙博玄、】ヨ野氷オニ、
星辞｝和夫、　キ野進の各ん、絹獲．導部太膚俊臥氏べ棺
ナB九導裟導郵白昔誓1氏．編膏煮導激石蓉部イ左ぞ》台
覧之愕ず、滋償橡ゑ矩期大導敦業都劉保友之‡雰土・
ラ姦礒県蔑業試駿吻源蕨隆夫洗からは．、藍　εil瓦醸氏馬
テン助ムシの全飯にわて・・て纏々の嘱澄な御激示
を頂い鶴ま裳、鮒・ミヱの昆曳類およが寄生蜂φ
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催先は、　久瑠米穴尊互導獅尤元新祥樗劣（ノ＼次ヲ）、　大
東文イじ穴珍庄物幽学厨鬼室勉荷須欠博圭（ハ茸ミムシ）・
嚢媛太学監些獅立1彗哲三言下博圭（暑生蜂）・　聚蘇氷潅
捲鑑勲嫡別覧哲圭生艇申す射（ゴミムの・督即立
含然実博物虐修琶蒲勇齢（カメムン、凌のろ・巴含搬）・鋭
門導幌匁掌生物蓼窟覧室八木彩イ建天愕土（ク毛）、東京
叢豪欝張噂馳庭療劇恥（！・初のの誘邸く・糧
覧して頂いて，，京獅鴬窪鵜確祇晃一飢現石臓
林氷潅薙赫一象試験場）tくは植生調奄毛身伝・て頂き・
まな樹程の同定むお慮、いして《．朽木蔚での野外謳な
1叉豫しては、垂木稼、畝よね鎗獄嘱・勧捉萩叡憲
晒多蜘衛て・。綿1磯いuじ劉乏してて殿犬
後．お性誰にな。な．これらの勿々に心かウお礼宅申
し坦物。ま焦麟勧綿を1齢め跨ろ直接白勺
な協力は宅う脈及1㌻諺＼　琶株覧乞ぬ気プ㌦かい、夢カカ
乏、躇享なか。才文凄、多嘉モ｝tく蕊じから感樹の落毛表し
で・い。薮後に、本論文を、物免を一及も倒◎ろ
ことなく後象姻へ旅立。でく娘、集和て椿肪．
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